
さ
れ
て
書
か
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
上
の
左
払
い
の
送
筆
部
分

は
短
く
な
り
、
終
筆
方
向
は
漸
次
左
下
に
向
か
い
ま
す
。

上
下
に
並
ぶ
左
払
い
の
書
字
リ
ズ
ム
…
回
転
小
か
ら
回
転
大
へ

「
犯
・
象
・
家
」
の
よ
う
に
、
先
に
書
か
れ
る
左
払
い
と
後
に

書
か
れ
る
左
払
い
と
の
間
に
他
の
画
（
反
り
）
が
入
り
、
左
払
い

が
不
連
続
に
書
か
れ
る
場
合
で
も
、
小
さ
い
回
転
か
ら
大
き
な
回

転
運
動
の
リ
ズ
ム
は
解
消
さ
れ
ず
に
、
上
の
左
払
い
の
送
筆
部
分

は
短
く
な
り
、
終
筆
方
向
は
漸
次
左
下
に
向
か
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
点
画
の
中
で
、
左
払
い
は
特
に
多
種
多
様
で
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
左
払
い
は
「
千
・
川
・
大
・
月
」

の
よ
う
に
単
独
で
書
か
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、「
行
・
友
・
形
」

の
よ
う
に
二
つ
、
三
つ
と
重
ね
て
書
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

前
者
の
場
合
、
左
払
い
に
対
応
す
る
画
に
よ
っ
て
そ
の
方
向
が
規

定
さ
れ
ま
す
が
、
後
者
の
場
合
も
、
あ
る
種
の
法
則
が
働
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
払
い
の
方
向
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
回
は
、
左
払
い
が
二
つ
以
上
重
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
、
相

互
の
方
向
の
関
係
を
説
明
し
ま
す
。

○
左
払
い
相
互
の
方
向

・
上
下
に
並
ぶ
左
払
い
の
場
合

「
行
・
衆
・
夕
・
多
・
久
・
冬
・
形
・
参
」
な
ど
の
漢
字
の
よ

う
に
、
二
つ
以
上
の
左
払
い
が
連
続
し
て
書
か
れ
て
上
下
に
重
な

る
場
合
は
、
平
行
に
書
く
の
で
は
な
く
、
下
の
図
の
よ
う
に
、
小

さ
い
回
転
か
ら
大
き
な
回
転
へ
と
運
動
す
る
書
字
リ
ズ
ム
に
支
配

山
梨
大
学
教
授

宮
澤

み
や
ざ
わ

正
明

ま
さ
あ
き

書
写
の
要
素

字
形
…
点
画
の
組
み
立
て
方（
方
向
）③

連
載
―「
書
写
」
っ
て
、
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
！

25 24

な
お
、「

・
豕
」
の
最
初
の
左
払
い
の
後
に
続
く
画
（
反
り
）

も
、
回
転
の
書
字
リ
ズ
ム
と
は
無
縁
で
は
な
く
、
一
連
の
運
動
に

支
配
さ
れ
て
曲
線
的
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
物
・
易
・
場
・
陽
」
に
含
ま
れ
る
「
勿
」
形
の
左
払
い
は
横

並
び
の
よ
う
で
す
が
、
楷
書
に
先
行
す
る
書
体
の
隷
書
で
は
、
上

下
に
並
ぶ
左
払
い
で
し
た
。
そ
の
な
ご
り
で
し
ょ
う
か
、
楷
書
で

も
右
に
示
し
た
「

・
豕
」
形
な
ど
と
同
様
に
小
〜
大
へ
の
回
転

運
動
に
な
り
ま
す
。

・
左
右
に
並
ぶ
左
払
い
の
場
合

「
友
・
反
」な
ど
に
見
ら
れ
る
先
に
書
か
れ
る
左
払
い
と「
又
」の

左
払
い
、「
麦
・
夏
」な
ど
の
下
部
に
位
置
す
る「
夂
」の
二
つ
の
左
払

い
は
、い
ず
れ
も
横
に
並
べ
る
と
安
定
し
、
整
っ
た
字
形
に
な
り
や

す
い
よ
う
で
す
。
こ
の
場
合
、
や
は
り
、
回
転
の
書
字
リ
ズ
ム
が
生

じ
、
先
に
書
か
れ
る
左
払
い
は
大
き
な
回
転
運
動
で
、
後
に
続
く

左
払
い
の
部
分
は
小
さ
め
の
回
転
運
動
に
な
り
ま
す
。

左
右
に
並
ぶ
左
払
い
の
書
字
リ
ズ
ム
…
回
転
大
か
ら
回
転
小
へ

な
お
、
重
複
す
る
左
払
い
が
適
切
に
書
か

れ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
を
延
長
す
る
と
一
点

に
集
中
し
ま
す
。
左
払
い
が
放
射
状
に
放
た

れ
た
線
分
と
み
な
す
と
上
下
に
位
置
す
る
左

払
い
は
漸
増
す
る
線
で
あ
り
、
左
右
に
位
置

す
る
左
払
い
は
漸
減
す
る
線
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

左
払
い
相
互
の
関
係
を
見
る
と
、
整
っ
た
字
形
を
実
現
す
る
に

は
、
点
画
の
筆
使
い
や
点
画
相
互
の
関
係
か
ら
生
じ
る
書
字
リ
ズ

ム
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
字
形
指
導
に
お
い
て
、

例
え
ば「
行
」の
左
払
い
が
平
行
に
書
か
れ
て
い
た
場
合
、「
左
払
い

の
方
向
が
違
う
」と
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、
回
転
の
書
字
リ
ズ
ム

の
原
理
を
説
く
こ
と
が
適
切
な
助
言
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
書
く
過
程
を
重
視
し
た
書
写
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
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